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（サブトラクションクローニングの活用と一般細胞生物学への貢献）

本研究の中心となる塩類細胞は水棲生物の存在基盤となっている重要な細胞で研究の概要等

ある。別名 ないしは とも言われるように，ミトコMitochondria-rich cell Ionocyte

ンドリアに富み，多数の を有する。この特質に着目し， 細胞Na ,K -ATPase (i)+ +

の生存に必須な の働きを助けるチャネルで古くから存在が予想さNa ,K -ATPase+ +

れながら実体が不明であった チャネルの有力候補と そのトポロジー類似K (ii)

体を同定することに成功した。さらに， の湖に生息する恐山ウグイ(iii) pH 3.5

の解析から，酸性適応にも塩類細胞が中心的役割を果たしていること及び塩類

， ，細胞の分化誘導機構の解明につながる手掛かりを得たので これらを発展させ

新分野の開拓につなげる。塩類細胞には淡水型，海水型，酸性型等が存在する

が，それらの分子構築と分化誘導機構が明らかになれば，魚類の浸透圧調節や

特殊環境適応機構を分子レベルで説明できるようになるのみならず，細胞生物

学一般にも大きく貢献できると期待される。特に，上記 チャネルのトポロジK

ー類似体は，大きなファミリーを形成する新規分子で，細胞内顆粒のトラフィ

ッキングを制御する重要な因子であることが明らかになりつつある。
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研究期間 平成 年度～ 年度（ 年間）14 18 5
研究経費 平成１４年度 平成１５年度 平成１６年度 平成１７年度 平成１８年度 合計

（１５年度以 千円 千円 千円 千円 千円 千円

20,100 17,200 17,200 17,200 15,500 87,200降は内約額）


